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平
成
二
十
九
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

火
の
用
心　

こ
と
ば
を
形
に　

習
慣
に

☆
★
☆　

会
議
の
総
合
司
会
は
、
大
館
市
消
防
団 

畠
山

留
美
子
班
長
が
担
当
し
ま
し
た
。

 

（
写
真
：
一
段
目
）

　

平
成
二
九
年
度
秋
田
県
女
性
消
防
団
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
が
一
一
月
二
五
日（
土
）

秋
田
市
文
化
会
館
に
お
い
て
、女
性
消
防
団
員
、消
防
長
、消
防
団
長
な
ど
約
九
〇
名

が
参
加
し
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、中
田
潤
消
防
協
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、全
国
操
法
大
会
に
出
場
し
て

な
ど
二
件
の
報
告
発
表
、
秋
田
市
消
防
団
と
横
手
市
平
鹿
消
防
団
の
活
動
事
例
発
表

に
続
き
、二
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
七
班
に
分
か
れ
グ
ル
ー
プ
討
議
、各
班
か
ら
討
議

内
容
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

秋
田
県
女
性
消
防
団
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

秋
田
県
女
性
消
防
団
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

秋
田
県
女
性
消
防
団
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

秋
田
県
女
性
消
防
団
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●

報
告
発
表

全
国
操
法
大
会
に
出
場
し
て

活
動
事
例
発
表

行
動
力
を
備
え
る
防
災
教
室

活
性
化
広
島
大
会
に
参
加
し
て

子
連
れ
巡
回

大
仙
市
女
性
消
防
隊

　

隊
長　

一
色　

順
子

秋
田
市
消
防
団

　

班
長　

木
村　

綾
子

横
手
市
平
鹿
消
防
団

　

部
長　

伊
勢　

睦
子

グ
ル
ー
プ
討
議
・
発
表（
者
）

◇
テ
ー
マ
一

　

「
女
性
消
防
団
員
の
確
保
」

　
　

〜
団
員
が
い
な
い
よ
、募
集
方
法
は
〜

一
班

に
か
ほ
市
消
防
団

副
部
長　

須
田　

典
子

二
班

秋
田
市
消
防
団

　

班
長　

松
本　
　

恵

◇
テ
ー
マ
二

　

「
女
性
消
防
団
員
に
よ
る

　
　
　
　
　
　

活
動
の
展
開
」

 　
　

〜
み
ん
な
ど
ん
な
活
動
し
た
ら
良
い
の
〜

三
班

横
手
市
平
鹿
消
防
団

　

団
員　

藤
井　

夏
美

五
班

大
仙
市
消
防
団

　

班
長　

佐
藤
美
佳
子

四
班

秋
田
市
消
防
団

　

班
長　

木
村　

綾
子

六
班

仙
北
市
消
防
団

　

団
員　

辻　
　
　

薫

七
班

北
秋
田
市
消
防
団

副
分
団
長　

岩
本　

美
喜

仙
北
市
消
防
団

　

班
長　

西
宮　

三
春
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鹿
角
市　

黒
澤
明
子　

団
員

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
に
は
何
度
か
参
加

し
て
い
ま
す
が
、
今
年
行
わ
れ
た
グ
ル
ー

プ
討
議
で
共
通
す
る
課
題
を
発
見
で
き
た

り
、
団
員
同
士
の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が

で
き
非
常
に
良
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
議
に
も
う
少
し
時
間
が
欲

し
か
っ
た
気
が
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

小
坂
町　

木
村　

想　

団
員

　

今
回
初
め
て
参
加
し
、
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
三
人

と
い
う
少
な
い
人
員
で
す
が
、
消
防
の
知

識
や
技
術
を
勉
強
し
な
が
ら
、
自
分
た
ち

の
で
き
る
こ
と
を
模
索
し
活
動
を
広
げ
て

い
き
た
い
で
す
。

　
　
　

大
館
市　

佐
々
木
由
紀
子　

団
員

　

操
法
大
会
に
出
場
し
た
大
仙
市
女
性
消

防
隊
さ
ん
の
お
話
を
聞
き
、
私
た
ち
も
今

後
操
法
大
会
に
出
場
す
る
機
会
が
あ
る
な

ら
出
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
地
域
の
活
動
状
況
も
聞
く
こ

と
が
で
き
て
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

北
秋
田
市　

岩
本
美
喜　

副
分
団
長

　

初
め
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
地
区
外
の

方
々
と
の
意
見
交
換
や
活
動
内
容
な
ど
を

聞
き
、
消
防
人
と
し
て
の
意
識
の
高
さ
に

驚
き
と
感
動
の
時
間
で
し
た
が
、
班
長
と

し
て
の
意
見
発
表
で
は
、
頭
が
真
っ
白
に

な
り
何
も
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
、

自
分
の
ふ
が
い
な
さ
に
が
っ
か
り
で
し
た
。

　
　
　
　

男
鹿
市　

石
塚
と
み
子　

班
長

　

各
消
防
団
が
抱
え
て
い
る
問
題
は
、
共

通
す
る
部
分
が
多
い
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
様
は
、
い
き
い
き
と
活

動
し
て
お
り
、大
変
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
各
女
性
消
防
団
で
共
通
意
識

を
持
っ
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
で
、
女
性

消
防
を
活
性
化
さ
せ
て
い
き
た
い
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

潟
上
市　

根　

麻
衣　

団
員

　

子
ど
も
が
い
る
と
消
防
団
の
活
動
に
参

加
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
今
回
子

連
れ
巡
回
や
チ
ラ
シ
配
り
等
子
ど
も
と
一

緒
に
で
き
る
活
動
が
あ
る
こ
と
を
知
り
刺

激
を
受
け
ま
し
た
。

　

女
性
と
し
て
の
役
割
を
見
い
だ
し
、
消

防
団
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
　

五
城
目
町　

伊
藤　

茜　

団
員

　

女
性
消
防
団
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
ば

か
り
な
の
で
、
ど
の
話
も
新
鮮
で
し
た
。

特
に
秋
田
市
消
防
団
の
木
村
さ
ん
の
お
話

は
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
学
ん
だ
こ
と
を
参
考
に
町
民
の
防

災
意
識
の
向
上
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　
　
　
　

井
川
町　

鈴
木
美
樹
子　

団
員

　

井
川
町
女
性
消
防
団
は
、
こ
の
春
に
三

名
で
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
ま
だ
活
動
記
録

は
な
く
、
団
員
入
団
勧
誘
と
い
う
こ
と
だ

け
で
す
が
、
こ
の
会
に
出
席
し
、
団
員
自

ら
動
き
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

実
感
し
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
感
想

　
　
　
　
　

秋
田
市　

渡
辺
有
美　

団
員

　

各
地
域
の
活
動
や
取
り
込
み
な
ど
、
今

後
の
活
動
に
今
す
ぐ
に
で
も
生
か
せ
そ
う

な
内
容
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

自
分
が
で
き
る
活
動
を
少
し
づ
つ
増
や

し
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
で
す
。

　
　

由
利
本
荘
市　

佐
藤
め
ぐ
み　

団
員

　

グ
ル
ー
プ
討
議
を
通
し
て
、
各
地
域
の

現
状
と
課
題
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
大
変

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
契
機
と
し
て
女
性
消
防
団
員
同

士
や
関
係
各
所
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
、
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
け
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　

に
か
ほ
市　

佐
々
木
恵
子　

班
長

　

報
告
発
表
や
活
動
事
例
の
発
表
を
聞
か

せ
て
頂
き
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
活
動
内
容
を
更
に
向
上
し
て
い
け

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

体
験
談
で
教
え
て
い
た
だ
い
た
、
地
域

の
方
に
寄
り
添
え
る
消
防
団
員
を
目
指
し

た
い
で
す
。

　
　
　
　

大
仙
市　

片
岡
由
美
子　

団
員

　

女
性
消
防
団
の
各
地
域
の
幅
広
い
活
動

を
聞
い
た
り
、
グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、
参

考
に
な
る
こ
と
、
共
感
す
る
こ
と
等
を
話

し
合
う
こ
と
が
で
き
、
今
後
に
役
立
て
、

一
つ
一
つ
経
験
を
重
ね
、
女
性
消
防
団
員

と
し
て
、
尽
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

仙
北
市　

辻　

薫　

団
員

　

「
自
分
た
ち
に
は
何
が
で
き
る
だ
ろ

う
？
」
消
防
団
に
入
団
し
何
度
も
考
え
て

き
ま
し
た
。
各
分
団
の
様
々
な
活
動
内
容

を
知
り
、
グ
ル
ー
プ
討
議
で
話
し
合
う
こ

と
で
、
女
性
の
視
点
を
大
切
に
し
た
活

動
、
話
し
合
い
が
で
き
る
関
係
性
を
築
く

こ
と
が
大
切
だ
と
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
　
　

横
手
市
平
鹿　

藤
井
夏
美　

団
員

　

団
員
確
保
の
現
状
・
提
案
・
募
集
方

法
、
ま
た
、
活
動
発
表
の
内
容
も
多
様
で

あ
っ
て
、
女
性
消
防
団
の
志
の
高
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
火
災
の
な
い
安
心
・
安
全
な

地
域
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　

横
手
市
山
内　

畑
し
の
ぶ　

団
員

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
に
参
加
し
て
、
県

内
の
女
性
消
防
団
の
パ
ワ
ー
は
凄
い
な
と
。

そ
し
て
、
各
団
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
姿
は
と
て
も
刺
激
に
な
っ
た
し
、

自
分
た
ち
も
頑
張
ら
な
く
て
は
い
け
な
い

な
と
、
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

湯
沢
市　

今　

朋
子　

団
員

　

所
属
し
て
い
る
団
以
外
の
様
々
な
活
動

を
知
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
活
動
を
一

層
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

学
べ
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を
、
所
属

す
る
団
や
地
域
に
持
ち
帰
り
、
日
々
の
活

動
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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大会会場の様子パネリスト西宮班長

記念講演　新井選手アトラクション　宮乃木神楽団

第
二
〇
二
〇
回 

全
国
女
性
団
員
活
性
化
ち
ば
大
会

全
国
女
性
団
員
活
性
化
ち
ば
大
会

＝ 

来
年
度
は
佐
賀
県
で
開
催

来
年
度
は
佐
賀
県
で
開
催 

＝

第
二
三
回 

全
国
女
性
団
員
活
性
化
広
島
県
大
会

＝ 

来
年
は
滋
賀
県
で
開
催 

＝

　
「
よ
う
こ
そ　

平
和
を
未
来
に
つ
な
ぐ

広
島
へ 

＝
み
ん
な
で
減
災
！ 

輝
け 

消
防

女
子
＝
」の
大
会
テ
ー
マ
の
も
と
、第
二
三

回
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
広
島
大
会

が
、一
一
月
一
六
日（
木
）、一
七
日（
金
）の

二
日
間
、広
島
市「
広
島
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー

ナ
」を
会
場
に
全
国
か
ら
約
三
，五
〇
〇
名

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
か
ら
も
二
〇
名
（
女
性
団
員
一
一

名
）
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
開
会
式
に
引
き
続
き
、
三
消

防
団
に
よ
る
防
火
防
災
啓
発
劇
と
五
消
防

団
か
ら
活
動
事
例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
仙
北
市
消
防
団 

西
宮
三
春
班
長

が「
災
害
現
場
で
の
経
験
を
活
か
し
て
」と

題
し
て
活
動
事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
私
の
野
球
人
生
」を
テ
ー
マ

に
地
元
広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
新
井
貴
浩
選

手
に
よ
る
記
念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
会
の
最
後
は
、「
女
性
パ
ワ
ー
と
地
域

防
災
力
強
化
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
本
県
の
西
宮

班
長
も
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
貴
重
な
意
見

を
述
べ
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
大
会
宣
言
が
行
わ
れ
、
次

期
開
催
地
の
滋
賀
県
に
大
会
旗
が
引
き
継

が
れ
、
本
大
会
も
無
事
終
了
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

秋田県からの参加者：会場前

◯
常
々
思
っ
て
い
る
こ
と
は
、
女
性
消
防

の
活
動
と
は
何
処
ま
で
求
め
ら
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う

と
い
う
こ

と
で
す
。

今
大
会
の

活
動
事
例

を
聞
き
、

と
て
も
参

考
に
な
り

ま
し
た
。

西
宮
さ
ん

の
発
表
は

勇
敢
で
あ
る
と
と
も
に
、
女
性
な
ら
で
は

の
心
配
り
と
活
動
に
対
し
感
動
し
ま
し
た
。

◯
土
砂
災
害
は
災
害
時
の
み
な
ら
ず
、
そ

の
後
の
考
え
方
や
活
動
に
も
影
響
が
あ
る

と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

◯
実
際
の

経
験
に
基

づ
い
た
貴

重
な
意
見

を
聞
く
こ

と
が
で
き

ま
し
た
。

地
域
と
の

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ

ン
の
重
要

性
が
強
く
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

◯
女
性
視
点
で
の
活
動
発
表
よ
り
も
男
性

と
一
緒
に
活
動
で
き
る
こ
と
を
模
索
し
て

い
る
発
表
が
多
く
、
女
性
団
員
の
活
動
の

幅
が
広
が

っ
て
い
る

こ
と
を
感

じ
ま
し
た
。

◯
各
県
団

員
が
そ
れ

ぞ
れ
工
夫

し
な
が
ら
、

様
々
な
取

り
組
み
が

な
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
こ
で
吸
収
し
た
こ
と
を
団

員
で
共
有
し
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
生
か

し
て
い
き
た
い
。

◯
四
年
前
の
土
石
流
災
害
で
の
活
動
を
全

国
か
ら
集

ま
っ
た
消

防
団
員
の

前
で
発
表

す
る
こ
と

は
想
像
以

上
に
緊
張

し
ま
し
た

が
、
一
緒

に
参
加
し

た
皆
様
か

ら
温
か
い
声
援
を
い
た
だ
い
て
無
事
に
思

い
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
団
員

と
情
報
交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
充
実

し
た
広
島
大
会
で
し
た
。

参
加
団
員
の
感
想
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能代市山本郡 鹿　　　　　角

開 催 日

開 催 地

訓練想定

主　　な

訓練内容

参加人員

平成29年11月５日（日）

小坂町中央地区 　

50人（５機関・団体）

・震度６強クラスの地震が発生、小坂町は指定
避難所を開設し、住民は避難を開始した。
・自主防災組織等は自助・共助により各種災害
に対応した。

・避難誘導訓練、搬送訓練（簡易担架、車椅子）
・情報伝達訓練、煙中体験、炊き出し訓練、消火訓練
・倒壊建物救出訓練、救急訓練（応急手当法）

大 館 北 秋 田男鹿潟上南秋

開 催 日

開 催 地

訓練想定

主　　な

訓練内容

参加人員

平成29年11月９日（木）

潟上市天王地区

541人（21機関・団体）

・11月９日（木）午前９時55分、秋田沖30㎞、
震源の深さ10㎞、マグニチュード7.7、震度
６弱の地震が発生。

・防災行政無線による伝達訓練、津波警報広報訓練、住民津波避
難訓練、東湖小学校津波避難訓練、ＪＲ列車乗客津波避難訓練
・火災防ぎょ訓練（一斉放水）、煙ドーム体験、地震体験車体験
・水難救助訓練、水防訓練（土のう積工）、林野火災消火訓練
・応急救護活動訓練（応急救護所）、炊き出し訓練

各地域における総合防災訓練の実施状況各地域における総合防災訓練の実施状況

開 催 日

開 催 地

訓練想定

主　　な

訓練内容

参加人員

平成29年５月26日（金）

能代市

760人（15機関・団体）

・５月26日（金）午前９時、日本海を震源とするマ
グニチュード8.7の大地震が発生。能代地域の
震度は７、家屋の倒壊、交通事故、火災発生。

・能代市役所では、職員が来庁者を誘導し、庁舎
３階への避難を開始。

・津波避難場所周辺の福祉施設では、職員が利用
者を介助しながら避難を開始。周辺住民も利用
者の避難を援助しながら集団避難を行う。

・能代市役所庁舎での避難誘導
・津波避難訓練、災害対策本部運用訓練、援助物資輸送
訓練
・自衛消防隊による放水訓練
・避難所開設運営訓練

開 催 日

開 催 地

訓練想定

主　　な

訓練内容

参加人員

平成29年８月27日（日）

北秋田市鷹巣一円及び北秋田市民病院

400人（23機関・団体）

・８月27日（日）午前８時59分、能代断層帯を
震源とするマグニチュード7.1の地震が発
生。北秋田市鷹巣地区では震度６強の揺れを
観測。

・災害対策本部を設置し、情報収集、救助、救
急救護及び消火等の初動体制やライフライン
の復旧及び治安の維持などの災害対策を実施
することとした。

・シェイクアウト訓練、災害対策本部図上訓練、大
規模火災防ぎょ訓練、土砂災害救出訓練、災害医
療救護訓練

・避難訓練、避難所開設運営訓練（給食訓練を含む)
・防災啓発（地震体験、煙体験）
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秋　　田　　市

開 催 日

開 催 地

訓練想定

主　　な

訓練内容

参加人員

平成29年11月１日（水）

秋田市土崎地区

2,900人（39機関・団体）

・11月１日（水）午前９時58分、秋田県沖を震源
とする強い地震が発生、秋田市では震度６強
を観測した。

・土崎地区では、停電が発生し、国道７号線で
は信号交差点が混乱。

・午前10時、気象庁は秋田県沿岸に大津波警報
を発表し、秋田市では直ちに津波警報サイレ
ン11基を同時吹鳴し、防災関係機関は応急対
策活動を開始した。

・シェイクアウト訓練、津波避難訓練、津波避難場所（ビ

ル）での避難誘導、安否確認、救助救出訓練

・ドローンによる情報収集訓練

・防災体験

湯沢市雄勝郡

由利本荘にかほ

開 催 日

開 催 地

訓練想定

主　　な

訓練内容

参加人員

平成29年８月26日（土）

にかほ市金浦地域

300人（11機関・団体）

・マグニチュード8.7の海溝型連動地震が発生
し、５分後に大津波警報が発表された。

・にかほ市管内国道７号線上交差点内にて、観
光バス、タンクローリー、２輪車を含む複数
の車両を巻き込む交通事故が発生、多数の傷
病者が発生した模様。

　また、付近の福祉施設に事故車両が衝突進入
し被害が発生している模様。

・津波避難訓練、情報伝達訓練、防災ヘリ救助訓練

・多数傷病者事故対策訓練、炊き出し訓練

開 催 日

開 催 地

訓練想定

主　　な

訓練内容

参加人員

平成29年９月６日（水）

湯沢市内全域（主会場：稲川地域）

3,500人（27機関・団体）

・９月６日（水）午前７時、横手盆地東縁帯南部断層
を震源とする震度６弱の地震が発生。
・午前９時、同じ震源地において、本震とされる震
度６強の地震が発生。震源の深さは約15㎞、マグ
ニチュード7.3と推定。
・被害状況は不明、現在も断続的な余震が発生して
いる。

・職員緊急参集訓練、災害対策本部開設運営訓練（図上訓練）
・シェイクアウト訓練（安全確保行動１－２－３）
・避難所開設運営訓練、避難訓練、火災防ぎょ訓練
・救助訓練、合同救出活動訓練
・検証訓練　ボランティアセンター開設運営訓練、被害認定調査訓練

　平成29年度秋田県総合防災訓練は９月３日（日）、秋田県、大館市、県警、消防、自衛隊など約100機関から
約1,300人が参加して行われました。（秋田県総合防災課）　
★大仙仙北美郷支部並びに横手市支部は、７月に発生した大雨災害対応のため、総合防災訓練は実施できませんでした。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

　
　
　

状
況
に
つ
い
て…

総
務
省
消
防
庁

　

総
務
省
消
防
庁
で
は
、
平
成
二
九
年
六

月
時
点
で
の
設
置
率
を
公
表
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

秋
田
県
の
設
置
率
は
、
八
一
・
三
％

で
、
前
回(

平
成
二
八
年
六
月
時
点
の
設

置
率
：
八
〇
・
〇
％)

に
比
べ
、
一
・
三

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
都
道
府
県
の
順
位
で

は
一
九
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。(

前
回
：

二
六
位)

　

ま
た
、
全
国
平
均
は
八
一
・
七
％
で
、

最
高
が
福
井
県
の
九
四
・
六
％
、
最
低
は

沖
縄
県
の
五
七
・
五
％
。
全
国
平
均
を
上

回
っ
て
い
る
の
は
一
八
都
道
府
県
、
二
九

県
が
全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

◆ 秋田県の地域別設置率 ◆

地 域 名 設置率 地 域 名 設置率
秋 田 市 ８4％ 由利本荘市 82％
能代山本広域 ９2％ 湖 東 地 区 89％
横 手 市 72％ 大曲仙北広域 ７5％
大 館 市 ８2％ 北 秋 田 市 ８5％
男 鹿 地 区 77％ に か ほ 市 ８1％
湯沢雄勝広域 ７0％ 五 城 目 町 ７7％
鹿 角 広 域 8４％

☆地域名は、消防本部等の略称で表記
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消　防　団　名 階　　級 氏　　　名
鹿 角 市 消 防 団 副 分 団 長 阿 部 甚 辰
大 館 市 消 防 団 分 団 長 佐 藤 春 彦
北 秋 田 市 消 防 団 分 団 長 高 橋 　 新
上小阿仁村消防団 副 分 団 長 鈴 木 清 光
能 代 市 消 防 団 分 団 長 塚 本 陽 一
能 代 市 消 防 団 班 長 髙 橋 剛 宏
藤 里 町 消 防 団 班 長 加 藤 陽 一
三 種 町 消 防 団 副 分 団 長 笹 村 敏 一
三 種 町 消 防 団 副 分 団 長 池 内 清 浩
八 峰 町 消 防 団 分 団 長 木 村 啓 二
男 鹿 市 消 防 団 班 長 伊 藤 　 聡
男 鹿 市 消 防 団 班 長 佐 藤 　 豊
潟 上 市 消 防 団 部 長 小 松 偉 仁
五 城 目 町 消 防 団 分 団 長 舘 岡 英 尚
八 郎 潟 町 消 防 団 部 長 北 嶋 　 一
井 川 町 消 防 団 班 長 渡 部 一 輝
秋 田 市 消 防 団 分 団 長 戸井田　喜美雄
由利本荘市消防団 副 分 団 長 池 田 一 治
由利本荘市消防団 分 団 長 渡 辺 　 憲
由利本荘市消防団 部 長 矢 野 和 博
由利本荘市消防団 分 団 長 渡 辺 栄 治
由利本荘市消防団 分 団 長 小 松 　 勝
に か ほ 市 消 防 団 分 団 長 佐々木　達　行
大 仙 市 消 防 団 部 長 木 元 省 吾
仙 北 市 消 防 団 分 団 長 福 岡 克 巳
美 郷 町 消 防 団 副 分 団 長 長谷川　弘　美
横手市平鹿消防団 副 分 団 長 伊 勢 　 力
横手市雄物川消防団 分 団 長 高 橋 良 昭
横手市大森消防団 副 分 団 長 菊 地 誠 治
横手市山内消防団 班 長 高 橋 直 人
横手市大雄消防団 副 分 団 長 鈴 木 　 旭
湯 沢 市 消 防 団 分 団 長 金 澤 義 博
湯 沢 市 消 防 団 分 団 長 髙 橋 克 己
羽 後 町 消 防 団 分 団 長 原　田　千代志
東 成 瀬 村 消 防 団 副 分 団 長 鈴 木 良 男

平
成
二
九
年
度

平
成
二
九
年
度

秋
田
県
消
防
学
校

秋
田
県
消
防
学
校

秋
田
県
消
防
学
校

平成29年度  消防団員指導員研修受講者名簿

消
防
団
員
指
導
員
研
修

消
防
団
員
指
導
員
研
修

消
防
団
員
指
導
員
研
修

消
防
団
員
指
導
員
研
修

消
防
団
員
指
導
員
研
修

消
防
団
員
指
導
員
研
修

消
防
団
員
指
導
員
研
修

　

平
成
二
九
年
度
消
防
団
員
指
導
員
研
修

は
、
一
一
月
二
五
日(

土)

、
二
六
日(

日)

の
二
日
間
、
秋
田
県
消
防
学
校(

由
利
本

荘
市
岩
城)

で
開
催
さ
れ
、
二
七
消
防
団

か
ら
三
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
幹
部
の
心
得
、
現
場
指

揮
・
安
全
管
理
、
防
災
対
策
・
住
民
指

導
・
災
害
情
報
収
集
伝
達
、
消
防
団
の
活

性
化
な
ど
の
座
学
や
訓
練
礼
式
、
応
急
手

当
・
普
通
救
命
講
習
、
消
防
訓
練
・
消
火

活
動
・
救
助
活
動
な
ど
の
実
技
を
熱
心
に

受
講
し
ま
し
た
。

　

入
校
式
で
秋
田
県
消
防
協
会
中
田
潤
会

長
は
、
「
こ
の
研
修
は
、
消
防
団
員
の
指

導
に
当
た
る
幹
部
を
養
成
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
秋
田
県
消
防
協
会
が
日
本
消
防
協

会
の
支
援
を
受
け
、
ま
た
、
秋
田
県
消
防

学
校
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
実
施

し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
研
修
期
間

は
二
日
間
で
あ
り
ま
す
が
、
座
学
と
実
技

が
う
ま
く
配
分
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
団
員
の
指
導
に
当
た
ら
れ
る
皆
様

に
は
、
大
変
有
意
義
な
研
修
で
す
。
我
々

消
防
団
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
団
員
の
減

少
の
ほ
か
、
高
齢
化
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化

の
進
行
な
ど
で
、
地
域
消
防
力
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
一

方
で
は
、
記
録
的
な
大
雨
な
ど
自
然
災
害

の
多
発
や
災
害
の
複
雑
化
、
多
様
化
な
ど

で
、
消
防
の
役
割
は
益
々
重
要
と
な
り
、

そ
の
分
、
県
民
の
期
待
は
大
き
く
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
研
修
を
受
講
さ
れ
る
皆
様
は
、
消

防
団
員
と
し
て
の
経
験
も
豊
富
な
方
々
で

あ
り
ま
す
。
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
消
防

団
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
の
力
強
い
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
に
よ
り
ま
し
て
、

消
防
に
対
す
る
住
民
の
期
待
に
応
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

折
角
の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
全

県
各
地
域
か
ら
参
加
さ
れ
た
仲
間
と
の
交

流
を
深
め
ら
れ
、
実
り
多
い
研
修
に
な
り

ま
す
よ
う
に
。」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

平
成
二
九
年
度
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去
る
一
〇
月
三
一
日(

火)

に
市
役
所
市

長
室
に
お
い
て
「
大
館
市
消
防
団
応
援
の

店
表
示
証
交
付
式
」
が
行
わ
れ
、
新
た
に

加
わ
る
協
賛
店
の
代
表
者
に
福
原
淳
嗣
市

長
か
ら
表
示
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
示
証
に
は
、
大
館
市
消
防
本
部
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ハ
ッ
チ
君
」
が

印
刷
さ
れ
、
応
援
の
店
に
掲
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
大
館
市
消
防
団
応
援
の
店
は
、
地

域
ぐ
る
み
で
消
防
団
員
を
応
援
し
、
消
防

団
員
の
満
足
度
向
上
を
図
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
新
規
団
員
の
確
保
と
地
域
の
活
性
化

に
繋
げ
よ
う
と
、
平
成
二
七
年
二
月
に
協

賛
店
五
社
で
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
、
新

た
に
七
店
が
加
わ
り
、
合
計
一
九
店
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
加
わ
っ
た
の
は
、居
酒
屋
や
書
店
、

理
容
店
、
菓
子
店
な
ど
で
、
店
舗
に
よ
り

異
な
り
ま
す
が
団
員
や
そ
の
家
族
、
同
伴

者
を
対
象
と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
は
飲
食
メ

ニ
ュ
ー
の
提
供
や
割
引
な
ど
多
様
で
す
。

　

大
館
市
以
外
の
消
防
団
員
も
団
員
証
明

書
が
あ
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
店
舗
も
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
応
援
の
店
を
増
や
し
、
地
域
防

災
の
要
で
あ
る
消
防
団
を
ま
ち
全
体
で
応

援
す
る
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、大
館
市
消
防
団
Ｈ
Ｐ
で
！

　
　
　
（
情
報
提
供
＝
大
館
市
消
防
本
部
）

『平成30年出初め式（観閲）』の開催日時等

消　防　団　　  日　　時 場　　　　　所
平成29年11月22日現在

鹿 角 市

小 坂 町

大 館 市

北 秋 田 市

上 小 阿 仁 村

（能　代）

（二ツ井）

藤 里 町

三 種 町

八 峰 町

男 鹿 市

潟 上 市

五 城 目 町

八 郎 潟 町

井 川 町

大 潟 村

秋 田 市

由 利 本 荘 市

に か ほ 市

大 仙 市

仙 北 市

美 郷 町

横 手 市 横 手

横 手 市 増 田

横 手 市 平 鹿

横手市雄物川

横 手 市 大 森

横手市十文字

横 手 市 山 内

横 手 市 大 雄

湯 沢 市

羽 後 町

東 成 瀬 村

4日 11:00～

4日 11:20～

7日  9:00～

4日  9:05～

4日 10:30～

5日  9:15～

5日  8:20～

4日  9:45～

4日  9:30～

5日  9:30～

6日 13:00～

4日 13:30～

7日  9:00～

4日 13:30～

4日 10:00～

6日 10:00～

6日 10:00～

5日  9:40～

5日 13:30～

5日 13:00～

6日 13:00～

4日 14:30～

6日  9:30～

4日 13:10～

4日 13:00～

5日 13:50～

7日  9:20～

5日 13:00～

5日  9:10～

5日 10:15～

5日 15:40～

5日 13:30～

4日 14:00～

コモッセ正面玄関前

康楽館前

大町ハチ公通り

北秋田市ふれあいプラザ　

健康増進トレーニングセンター

畠町通り

北都銀行二ツ井支店前

藤里町役場前

琴丘総合体育館駐車場

秋田銀行八森支店前

秋田銀行男鹿支店前

天王総合体育館（式典のみ)

朝市駐車場

八郎潟町役場前

農村環境改善センター前

サンルーラル大潟（式典のみ)

秋田市消防本部前

由利本荘市役所前

金浦公民館（式典のみ）

大曲市民会館第２駐車場

仙北市民会館駐車場

総合体育館リリオス前駐車場

横手体育館前駐車場

増田体育館駐車場

平鹿生涯学習センター前

雄物川体育館

大森庁舎前

十文字幸福会館前

山内体育館前

大雄庁舎前

湯沢文化会館正面玄関東側付近

総合体育館

中学校体育館

能代市

応援の店表示証

表示証交付式

「
大
館
市
消
防
団
応
援
の
店
新
た
に
七
店
」

〜
地
元
の
お
店
が
消
防
団
を
応
援
し
ま
す
〜

「
大
館
市
消
防
団
応
援
の
店
新
た
に
七
店
」

〜
地
元
の
お
店
が
消
防
団
を
応
援
し
ま
す
〜
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鹿
角
支
部
で
は
自
治
体
消
防
七
〇
周
年

を
記
念
し
、
鹿
角
市
・
小
坂
町
の
小
学
生

を
対
象
と
し
た
防
火
標
語
の
募
集
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
四
年
前
の
消
防
団
一
二
〇

周
年
・
自
治
体
消
防
六
五
周
年
の
時
に
も

実
施
し
て
お
り
、
今
回
が
二
回
目
と
な
り

ま
す
。

　

募
集
に
つ
い
て
は
、
学
校
関
係
者
か
ら

快
諾
を
い
た
だ
き
、
約
一
ヶ
月
の
募
集
期

間
を
経
て
、鹿
角
市
か
ら
二
二
九
点
、小
坂

町
か
ら
八
七
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

選
考
委
員
に
は
正
副
団
長
の
ほ
か
、
学

識
経
験
者
と
し
て
教
育
委
員
会
学
事
指
導

管
理
監
か
ら
協
力
い
た
だ
き
、
一
次
選

考
、
二
次
選
考
と
厳
正
な
る
選
考
の
結

果
、
最
優
秀
作
品
各
二
点
、
優
秀
作
品
各

三
点
を
選
出
し
ま
し
た
。

◇
鹿
角
市
最
優
秀
作
品

　

「
小
さ
い
『
火
』 

油
断
す
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　　

大
き
な
『
火
』」

◇
小
坂
町
最
優
秀
作
品

　

「
一
つ
の
火 

す
べ
て
を
う
ば
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
わ
い
も
の
」

　

最
優
秀
、
優
秀
作
品
は
、
消
防
出
初
め

式
で
の
表
彰
、
ま
た
、
最
優
秀
防
火
標
語

は
年
始
に
全
戸
配
布
し
て
い
る
火
の
用
心

の
お
札
に
掲
載
し
、
一
年
間
家
庭
内
の
目

建　物
林　野
車　輛
その他
合　計
死者数
負傷者数

-20
-13
-  2
-  8
-43
3
14

-  4
0

-  2
-  2
-  8
2

-  1

191
32
32
56
311
22
54

173
32
29
55
289
20
50

16
0
2
2
20
3
2

153
19
27
47
246
23
64

12
0
0
0
12
5
1

平成29年 平成28年 同期比較
11月 累計 累計11月 年計 11月 累計

火災の発生状況 （速報値）
（秋田県総合防災課調べ）

自
治
体
消
防
七
〇
周
年
事
業

　

「
防
火
標
語
募
集
」
に
つ
い
て

の
届
き
や
す
い
場
所
に
掲
示
を
お
願
い
す

る
こ
と
で
、
火
災
予
防
啓
発
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

鹿
角
支
部
で
は
防
火
標
語
の
募
集
に
よ

り
、
小
学
生
か
ら
火
災
予
防
に
対
す
る
知

識
を
持
っ
て
も
ら
い
、
ま
た
、
標
語
を
目

に
し
た
圏
域
住
民
の
防
火
思
想
の
発
展
、

普
及
に
繋
が
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
継
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
業
と
捉
え
て
い
ま
す
。

 

（
情
報
提
供
＝
鹿
角
支
部
） 全戸配布のお札 前回表彰式の様子

　

自
治
体
消
防
制
度
七
〇
周
年
を
記
念
し

て
、
消
防
関
係
者
を
始
め
国
民
が
こ
ぞ
っ

て
我
が
国
に
お
け
る
消
防
の
発
展
を
回
顧

す
る
と
と
も
に
、
国
民
の
安
心
・
安
全
な

生
活
を
確
保
す
る
と
い
う
消
防
に
課
せ
ら

れ
た
使
命
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
更
な

る
消
防
防
災
体
制
の
充
実
強
化
を
図
る
た

め
、
次
の
と
お
り
記
念
式
典
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

﹇
日
時
﹈
平
成
三
〇
年
三
月
七
日
（
水
）

　
　
　
　

一
一
時
〜　

※

一
三
時
〜
自
治
体
消
防
活
性
化
大
会
（
仮
称
）

﹇
会
場
﹈
国
技
館
（
東
京
都
墨
田
区
）

﹇
主
催
﹈
総
務
省
消
防
庁

自
治
体
消
防
制
度
七
〇
周
年

     　
　
　
　

記
念
式
典
の
実
施








































